
 
緑の自然のごとく あしたをひらく豊かな心  緑の若葉のごとく あしたを創る確かな学力  緑の大樹のごとく あしたを担うたくましい身体 

姶 良 ・ 伊 佐 教 育 事 務 所 だ よ り 
令 和 ５ 年 12 月 号          

 

姶良 ・伊佐教育事務所員が紹介する私の元気の出る言葉 ⑭ 
  

 （『故郷』 魯迅 竹内 好 訳） 

  この言葉は，中学校３年生の国語の教科書に掲載されている，魯迅『故郷』の最後の一節である。 
 暗い展開の中で，唯一力強いこの言葉には，「同じ希望を目指して行動する人が多くなれば，希望は
きっと実現するだろう。」という魯迅の思いが込められている。 
 この言葉と出合ったのは，私が中学１年生のとき。校舎１階の正面にこの言葉が額に入れて飾られて
いた。毎日，校舎に入るたびに目にした言葉であった。そのときは，「そうだな。たしかに道は誰かが
歩いた後にできている。」としか思わなかった。しかし，『故郷』を学び終えた後，この言葉の意味を
知り，「希望の実現」とこの言葉を結びつけ，校舎の正面に飾られているわけを初めて理解した。 
 魯迅が目指した希望と，私が目指す希望は違う。しかし，私はこの言葉をこのようにも捉えている。
「同じ希望をもつ仲間と力を合わせることはもちろん，努力を重ねることにより，希望は実現する」
と。 
 徒労に終わるかもしれない。無駄になるかもしれない。しかし，いつか希望が叶うことを信じて，こ
れからも努力していきたい。（Ⅰ・Ｔ） 

尊い姿 
姶良・伊佐教育事務所長  児玉 恭子 

 早いもので，令和５年も終わりに近づいています。今年も，いろいろな研究授業・研修の場に同席 

させていただきました。毎回，先生方の協議の姿が活性化してきているなあと感じています。「ここ 

でもっと○○という発言が子供たちから出るとよいですね。」「そのためには，導入で□□にも触れ 

た方がよいのかもしれませんね。」子供の姿を中心に，学校の枠を超えて皆さんで授業を練り上げる 

というこの取組は，きっと地区内の子供たちの姿に反映されてくるものと信じています。 

 フレッシュ研修も，回を重ねる度に先生方の表情がよくなり，話合いに深まりが出てきています  

し，ステップアップ研修で集まった先生方の姿は，協議も発表も生き生きとしていて，本当に頼もしく思

いました。「結局，どんな時もコミュニケーション力が重要ですよね。」「子供たちに，まずはこんな力  

を付けさせたいんです。」先生方の成長の様子が見て取れ，見ているだけで嬉しくなりました。学び   

続ける先生方の姿がこんなにもすばらしく，周りにもパワーを与えるものかと。 

 私も，同じくらいの時期に「なぜ教師になったのか。」と聞かれたことを思い出しました。「そうです  

ねえ・・学校がとにかく楽しい場所で，出会った先生方が皆さん楽しそうだったからでしょうか。」実際

はうまくいかず苦しいこともたくさんありましたが，子供たちや他の先生方との心の触れあいを通じ 

ここまで教育に携われていることはありがたいことだなあと感じ，今も本地区の先生方の姿に励まされ

子供たちの成長に関われていることに心から感謝しています。 

 年が明けますと，１年の総仕上げとなる３学期を迎えます。私たちは本年度の教育活動の成果を  

子供の姿に見なければなりません。本号も，学力向上・授業づくり・生徒指導等の面から，これ   

までの取組状況を振り返り，向上や改善に向けたお願いと情報提供をさせていただきます。皆で   

子供たちのためによい取組ができたと，清々しい気持ちで年度末を迎えられますよう，総仕上げ   

に向けてともに頑張ってまいりましょう。 

  民間団体等の調査によれば，小中高校生の将来なりたい職業で，教師は引き続き上位に位置している。 

少なくない子供たちや学生，他の職種の経験者等が教職を志すのは，子供たちの人生に影響を与え， 

成長を実感できるという，他では得がたい経験のできる教師という職業に魅力を感じているから， 

との見方も可能である。子供たちにとって，自分に寄り添ってくれたり，温かく見守ってくれたり 

した教師に出会い，「自分もこうなりたい」と強く心打たれた経験こそが，次代の教師の育成の 

第一歩である。 （文科省 教育人材政策課資料より一部抜粋）  （サザンカ 花言葉：困難に打ち勝つ 成長） 



子供たちの学力向上のために 

「考え，議論する」道徳の授業づくりのために  



いじめ・不登校の対策～1人1人に寄り添った対応を！～ 

★御意見・御感想をお待ちしています。  

 ☎：0995-63-8137 ✉：airaisa-shido@pref.kagoshima.lg.jp  

１ いじめについて 

○ いじめ基本方針について  

  学校の実情に応じているかを点検し，必要に応じて見直すこと。また，保護者や地域住民がその 

 内容を容易に確認できるよう，各学校のホームページに掲載する等の措置を講じるとともに，学校   

 運営協議会等も活用して，保護者や地域住民との連携を図ること。 

○ いじめの積極的な認知と適切な対応 

  いじめを漏れなく認知するために，全ての教職員がいじめ対策推進法におけるいじめの定義を確  

 認し，積極的な認知を行うとともに，学校を挙げて早期発見に向けた取組を行うこと。また，いじ 

 めの認知件数が０件であった学校は，児童生徒や保護者向けに公表し，検証を仰ぐことで認知漏れ 

 がないか確認すること。 

２ 不登校について 

○ 不登校児童生徒への支援の充実 

   １人１人の児童生徒の状態を把握するとともに，各市町に設置されている教育支援センター 

  や，フリースクール等と連携するなど，学校内外の多様な学びの場の確保に努めること。 

○ 魅力ある学校づくり，学級づくり 

  「生徒指導提要」（Ｐ229参照）にもあるが，全ての児童生徒が安全・安心な居場所となるよう  

 な取組を進めること。また，個々の学びを保障する分かりやすい授業づくりに努めること。 

【令和５年10月６日 令和４年度児童生徒の問題行動・不登校等（鹿児島県公立学校）の状況について参照】 

〈今後の対策〉 

〈今後の対策〉 




